
キーワードを手掛かりにして書いた振り返り 

２つのわり算の違いや意味についてのキーワードを板書した。 

 

 

 

 

 

 

（１）振り返りを書かせる際の手掛かり 

 ①キーワードの板書 

   児童が振り返りを書く際に手掛かりとなるキーワードを板書しておいた。児童には，

板書を手掛かりにして１時間の学習を振り返るよう指示した。 

  【３年「わり算」の実践例】 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２：一人一人の考えを生かしながら理解を深めさせる集団解決の工夫 

手立て③学習を振り返らせる。 

 

 

 

 

２５－４＝２１ 

５×５ 

２×２ 

●●●●● 
● ● ● 
●●●●● 
● ● ● 
●●●●● 

●はいくつ？ 

あるとみて 
ひく 



「今日の問題の答えを求める式は，どうして１２×８ではなく，

１２×７なのか」と問い掛けて，振り返りを書かせた。 

 ②大事な言葉をノートに吹き出しなどを使ってメモさせる 

集団解決の中で出てきた友達のよい考えやキーワードなど，大事だと思ったことを  

をノートに書かせ，振り返りを書く際の手掛かりとさせた。 

  【４年「わり算の筆算」の実践例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）振り返りを書かせる際の視点 

①集団解決での論理的思考を個人レベルで反すうさせる振り返り 

   振り返りを書かせる際，集団解決の中で全体で思考したことについて改めて問い直

した。児童は，板書などを手掛かりにしながら１時間の学習を振り返り，個人でその問

いに対する答えをノートにまとめた。 

  【３年「間の数に目をつけて」の実践例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思ったこと 

キーワード 

大事だと思ったこと 

友達のよい考え 

大事だと思ったこと 



 ②集団思考のよさに目を向けさせる振り返り  

   「友達の考えのよさ」のような観点を与え，参考となった友達の考えはどれであった

か振り返らせた。そのような振り返りを通して，集団で学ぶことのよさを感じられるよ

うにした。 

  【４年「小数のしくみ」の実践例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③「例えば」「もし」を用いたまとめ・振り返り 

   本時のポイントをまとめさせた後，「例えば」や「もし」という言葉を使って続きを

書かせた。児童は「例えば，９０÷３だったら・・・」のように，他の数値に置き換え

て，本時の学習を振り返りながら解決方法をまとめていくことができた。 

  【３年「大きい数のわり算」の実践例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④メタ認知能力を高める振り返り 

   「どうして，初めは答えを１５．５人としてしまったのか，振り返って書こう」のよ

うに，自力解決での自分のつまずきを振り返らせ見つめ直させることにより，どのよう

なことに気を付けていけばよいか，自分で気付くことができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 


